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那
古
観
音
ま
つ
り

由
緒
　

白
岩
弁
財
天
の
建
立
の
時
代
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、伝
記
に
よ
れ
ば
、徳
川

　

那
古
地

区
の
中
で

千
葉
県
館
山
市
那
古
大
字
池

三
代
将
軍
家
光
の
時
、此
の
地
海
嘯
起
り
現
在
の
那
古
観
音

下
一
帯
は
海
水
と
化
し
、早
朝
一
匹
の
白
蛇
が
火
の
玉
を
喰

へ
て
塩
焚
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、大
芝
芝
崎
を
区
分
す
る
小
川

を
経
て
当
時
池
で
あ
っ
た
弁
天
裏
の
洞
穴
に
姿
を
没
し
た

と
傅
え
ら
れ
、人
之
神
の
使
と
し
て
あ
が
め
、こ
こ
に
社
を

建
て
安
芸
の
宮
島
よ
り
厳
島
神
社
の
分
身
を
受
け
、白
岩
弁

財
天
と
称
し
藤
の
木
東
の
守
護
神
と
し
ま
し
た
。毎
年
十
月

十
六
日
を
祭
日
と
定
め
、毎
戸
に
甘
酒
を
造
り
、こ
れ
を
供

え
る
習
わ
し
で
、武
運
長
久
・
家
内
安
全
・
万
病
平
癒
の
祈
願

を
し
ま
す
。（
現
在
の
子
供
・
大
人
御
輿
を
担
い
で
い
ま
す
）

　

弁
天
池
の
水
質
は
諸
病
に
特
効
あ
り
と
云
わ
れ
、之
を
用

い
る
者
が
跡
を
絶
た
ず
、更
に
洞
窟
に
見
る
鍾
乳
石
は
、昭

和
三
十
一
年
東
京
大
学
教
授
穗
積
博
士
の
鑑
定
に
依
り
、小

規
模
な
が
ら
関
東
周
辺
に
お
い
て
は
希
に
見
る
も
の
と
し

て
天
然
記
念
物
の
申
請
の
価
値
あ
る
と
さ
れ
る
に
至
り
ま

し
た
。

棟　梁 ： 東藤　加藤佐一郎
人　形 ： 太閤秀吉と馬印の千成瓢箪
扁　額 ： 豊國（青年団結成の精神）
上　幕 ： しめ縄
大　幕 ： 加藤清正の虎退治
            （平成14年に新調、川島織物製作）
泥　幕 ： 藤の花葉に不如帰
            （平成12年に新調、館山嶋屋）
彫　刻 ： 太閤秀吉の出世物語、他
彫刻師 ： 初代・後藤義徳（1909～1995）
人形師 ： 東京　浪花屋七郎兵衛
刺繍師 ： 東京　内田宗一
制作年 ： 山車・人形・幕は、昭和11年
提　灯 ： 藤の花葉に東
半　天 ： 背に下り藤
　　　　と瓢箪に
　　　　あずま。
　　　　襟にひがし
　　　　ふじ。

東藤組山車

地
域
の
自
慢

も
青
年
会
人
数
が
多
く
、元
気
が
あ
る
の

が
自
慢
で
す
。特
に
太
鼓
の
練
習
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、東
藤
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
教

え
方
が
定
着
し
、子
ど
も
達
の
バ
チ
さ
ば

き
の
上
達
に
は
、目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。地
域
内
に
は
、筋
金
入
り
の
祭
り

馬
鹿
が
非
常
に
多
く
、ま
さ
に
祭
り
ば
や

し
も
自
慢
の
一
つ
で
す
。夜
の
木
遣
り
も

特
徴
で
、そ
れ
を
楽
し
み
に
、見
学
に
来
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

東
藤
青
年
団
の
結
成
は
、明
治
二
十
八

　

例
祭
日

は
も
と
も

と
七
月
十
七
日（
宵
祭
）と
十

八
日（
本
祭
）。十
八
日
に
祭

典
。祭
典
後
に
連
合
曳
き
廻

し
を
行
う
と
い
う
決
ま
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。現
在
は

七
月
十
八
日
以
降
の
土
・
日

に
祭
礼
を
開
催
し
ま
す
が
、

正
確
な
日
程
は
毎
年
、総
代

会
議
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

東
藤
組
に
残
る【
當
組
花

「國豊」が刻まれた山車扁額と
後藤義徳の彫刻

年番渡しで行われる「締めことば」 平成22年5月、新築なった山車小屋と東藤山車

車
及
青
年
団
沿
革
大
要
】

に
は
、「
明
治
の
新
政
に

な
っ
て
、す
べ
て
の
人
々

が
平
等
に
な
り
、當
組
に

花
車
と
い
う
も
の
が
造
ら

れ
あ
ま
し
た
。そ
し
て
、こ

れ
を
引
い
て
鶴
ヶ
谷
八
幡

神
社
に
参
拝
し
た
の
が
最

初
で
す
。こ
の
花
車
に
は

太
鼓
を
の
せ
、そ
の
上
に

鶴
の
作
り
物
が
立
っ
て
い

る
も
の
で
、最
初
は
當
組

と
芝
崎
組
の
み
で
あ
り
ま

し
た
が
、次
に
、大
芝
組
、浜
組
、寺

赤
組
、宿
組
と
順
次
造
ら
れ
、現
在

の
よ
う
に
盛
大
な
祭
礼
が
営
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」と
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

各
町
独
自
で
行
っ
て
い
た
も
の

を
東
藤
、大
芝
、芝
崎
、浜
の
四
町
合

同
の
祭
り
と
し
て
明
治
三
十
年（
一

八
九
七
）よ
り
那
古
観
音
の
縁
日
に

合
わ
せ
、一
年
交
代
の
年
番
町
が
祭

礼
の
運
営
を
行
う
な
ど
、那
古
祭
礼

規
約
を
定
め
て
発
足
し
ま
し
た
。そ

年（
一
八
九
五

年
）ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。

　
「
一
人
の
力

は
例
え
微
力

で
あ
っ
て
も
、

協
力
一
致
団

結
す
る
な
ら

ば
強
大
と
な

り
、更
に
倹
約
を
重
ん
じ
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
道
に
励
め
ば
、や
が
て

国
は
豊
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。」

　

こ
れ
は
、結
成
当
時
の
想
い

を
表
す
精
神
的
支
柱
と
し
て
今

も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
精
神
で

す
。山
車
扁
額
に
は「
豊
国
」が

刻
ま
れ
、囃
子
台
の
内
に
も「
協

力
一
致
」が
彫
ら
れ
、伝
統
の
精

神
が
今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
て

い
る
の
で
す
。

の
後
明
治
四
十
三
年
に
寺

赤
、大
正
十
二
年
に
宿
が

加
盟
し
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
祭
礼
の
大
き
な
見

ど
こ
ろ
は
、大
太
鼓
の
技

を
競
い
合
う
お
囃
子
で
あ

り
、六
町
内
の
山
車
・
屋
台

の
連
合
曳
き
廻
し
や
、本

祭
の
夜
に
那
古
寺
境
内
で

と
り
お
こ
な
わ
れ
る
年
番

渡
し
の「
締
め
こ
と
ば
」も

有
名
で
す
。

那古観音まつり出祭の6台の山車・屋台


